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１　避難所の防火

＊　避難所室内は禁煙とし、定められた喫煙場所でのみ許可します。
＊　ストーブなど室内で使用する火気は、使用する部屋ごとに責任者を決めて管理します。
＊　火気取扱場所には、付近に燃えやすいものを置かず、必ず水バケツなどを配置します。


◇　定期的に避難所内を見回り、火気の取扱いが適切に行われているか確認します。
＊　指定された場所以外での火気の取扱いや喫煙がないか

＊　水バケツなどを配置して適性に取り扱っているかなどを確認します。
２　避難所の防犯


＊　市職員のほかに、避難所運営委員会などから、交代制の当直者を決めます。
＊　市職員以外は、複数名ずつ時間を分けて交代して実施するようにしましょう。


◇　夜間は、建物の出入り口の施錠を徹底し、当直者のいる出入口のみ開錠します。
◇　当直者は出入口付近で人の出入りを確認し、不審者の侵入を防ぎます。

＊　出入口付近には常に人を配置して、出入りが確認できるようにしましょう。

◇　当直者は夜間の避難所内のパトロールを行い、防火防犯に努めます。

◇　避難者の居室部分以外は夜間も消灯しないように心がけます。
◇　トイレが外部にある場合は、通路やトイレ内の照明を確保します。


火気使用のルール




夜間警備のルール
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防火・防犯　「防火・防犯」








環境班





★　災害後の混乱の中では、防火・防犯にも注意が必要です。避難所内部に限らず、外


部からの危険を排除する意味でも、避難所における防火・防犯対策は不可欠です。


　★　シートKを活用し、避難所の安全・安心を確保しましょう。（シートKは１枚です。）





火気の取扱いのルール・注意を情報班と協力し、周知します。





裏面参照





避難所の防火については、以後、以下のとおり実施します。





―４１―





夜間の避難所対応を継続するために、交代制の当直者を決め、夜間警備のルールについて情報班と協力し、周知します。





避難所の防犯については、以後、以下のとおり実施します。





―４１―





裏面参照





※ルールの周知や当直を決定し、避難所の安全・安心を守りましょう。





―３５―





エアコンのない体育館など








＊　暖房器具等、避難所で火気を使用するスペースは原則として（　　　　　　）と


　　（　　　　　　屋外）とします。


　・エアコンが使用できる状況であれば、設置している部屋はエアコンを使用します。


  ・屋外で火気を使用する際は、事前にスタッフに申し出てください。





＊　夜間（　　　時以降）は、施設で用意する暖房器具を除き使用しないでください。





＊　居住スペースで使用するストーブは、居住組で責任を持って管理してください。


　　また、燃料を交換する際は、スタッフに申し出てください。





＊　ストーブなど火気の周りには、燃えるものを置かないでください。





＊　施設内は禁煙です。


　　（　　　　　　　喫煙スペース）を喫煙スペースとしていますのでご利用ください。


　　利用する際は、きちんと吸い殻入れに捨てるなど、マナーを守ってください。





＊　吸い殻入れのごみ捨てや水の入れ替えは、喫煙した方が協力して実施しましょう。






























































―５１―





受付設置の場所や仮設トイレへの動線など必要最小限








＊　夜間は、共有部分は消灯せず、（　　　）時に居住スペースのみ消灯します。





＊　夜間は不審者の侵入を防止するために、（　　　　　　）と（　　　　　）の入口以外は施錠しますので、ご協力ください。


　　緊急時には、他の入口も開放しますが、あわてず指示に従ってください。





＊　夜間は避難所受付に当直者を配置し、また、防火防犯のために避難所内の巡回を行いますので、緊急時や何かあった際は、当直のスタッフまでお声がけください。





＊　感染症対策のため、夜間でも換気を行う場合があります。なお、その場合も、外部


からの侵入を防げる場所や、可能な限り当直の目の届く範囲で換気を行いますのでご協力ください。





＊　当直は交代制で行います。皆さんの協力を得ながら行いますのでご協力ください。
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